
 

 

 

 

窓口支援

企業情報

株式会社

所在地 

ホームペー

設立年 

従業員数 

 

弊社は電

械を一元的

時間が短い

また、2

コンセプト

さらには

ントのよう

に対応でき

弊社は約

した。 

創業当初

ました廃水

生産・開発

また、自

ング業務も

援事例 

社コムテ

長

ジ URL h

1

6

電気機械製造

的に取り扱い

いのが特徴で

20 年間の実

ト）設計図面

は、半導体生

うな大掛かり

きるのはコム

約 30 年にわ

初は販売に注

水処理装置と

発を行う電気

自社製品の生

も行っており

【INPIT

テック 

長崎県大村市

https://ww

1990 年 

6 人 

造業者として

いますので、

です。 

実績を元に、

面を製作し、

生産設備の

りなものか

ムテックの強

わたって、

注力しており

という特殊型

気機械製造業

生産・開発以

り、多様なニ

T 長崎県

市 

ww.comtec

て、本来は

、インプッ

、具体的な

、具現化で

開発にも対

らクリーン

強みである

環境改善に

りましたが、

型水処理プ

業へシフトし

以外にも、

ニーズにお応

県知財総

ch.co.jp 

業 種

資本金

企業概要

個別に考え

トからアウ

な仕様書等が

きるのが強

対応しており

ンなものまで

と自負して

に貢献する商

、20 年程前

プラントを契

し、現在に至

設計・生産

応えしてお

自社の強み

一押し商品

総合支援

種 電気機

金 1000

 

えられる電気

ウトプットま

がなくても（

強みです。

りますので、

で、あらゆる

ております。

商品を扱って

前に取り扱い

契機に、自社

至っておりま

産のアウトソ

ります。 

み 

品 

援窓口】 

械器具製造

万円 

気と機

までの

（ゼロ

プラ

る分野

 

てきま

い始め

社にて

ます。 

ソーシ
設

２０１９年

造業 

設計製作セン

（D&W セン

年度版 

ンター 

ンター） 

 

 

知財総合支

同社はエ

の製造・販

術師にとっ

発と並行し

米国製エ

たので、先

目されてい

専門家（弁

その後、

た商品化に

いて、デザ

等に関して

の特許出願

も支援を行

現在は次

を含めた特

新規事業

思われます

ました。

窓口担当

最近では、

これも窓口

今後も色

す。 

支援窓口活

エンバーミン

販売を行って

って調整が難

して当該装置

エンバーミン

先ずは先行技

いることもあ

弁理士）を交

、異種分野へ

についての相

ザインに精通

て、当窓口か

願と商品の上

行い、規定類

次世代型排水

特許出願支援

業の立ち上げ

す。また、事

当者への相談

教えて頂き

口担当者のお

色々と教えて

活用の概要

ング（ご遺体

ておりました

難しく負担が

置の特許出願

ング装置の

技術調査方

あり、排水処

交えて特許の

への参入を

相談があり

通した専門

から助言を

上市に至る

類の整備を完

水処理装置

援および事業

げで事業が

事業経営に

窓口担当

自社商品

積極的に活

また、新た

たく、今後

みます。

談をきっか

きました J-

おかげである

ていただく

窓

窓口

（記：窓口

体を消毒等

たが、エン

が大きいと

願について支

リバースエ

法等の説明

処理装置につ

の取得に向

目指し船底

ました。そ

家を交えて

を行いました

ことができ

完了させま

を開発中で

業面での支

拡大したこ

知財を積極

当者から一

品のアピール

活動を行って

たに社長室に

後もフォロー

企業か

けに、知財

-PlatPat を

ると大変感

ことがある

最

その

窓口を活用

活用のきっ

口担当者） 

により衛生

バーミング

のことで、

支援の依頼

エンジニアリ

明を行いまし

ついても同業

けて出願戦

底忌避剤の開

そこで、パッ

て支援を行い

た。その結果

きました。ま

した。 

であり、海外

援も継続し

ことに伴い従

極的に活用し

言 （氏名

ルのために展

ており、売上

に配属された

ーアップは継

からのメッ

財の重要性、

を利用して独

謝しており

ると思います

最初の相談概

の後の相談

用して変わ

っかけ 

生的に長期保

グ装置自体は

純国産化を

頼を受けまし

リングにてエ

した。最近で

業他社との

戦略を含めた

開発を行われ

ッケージデザ

い、特許出願

果、船底忌避

また、特許出

外展開を計画

して実施して

従業員を増員

しようとする

名：足立 

展示会への出

上向上に繋が

た社員には知

継続しますが

セージ 

商売におけ

独自に技術調

ます。 

すので、その

概要 

談概要 

ったところ

保存処理）施

は輸入物を使

を目指し商品

した。 

エンバーミン

では日本でも

差別化を図

た支援を行い

れ、特許・商

ザインを含め

願については

避剤「SeaC

出願を機に職

画しているた

ております。

員され、社内

る様子が見受

尚志） 

出展やホー

がることを

知財専任者

が、独り立

ける影響力を

調査が出来る

の時はどうぞ

ろ 

施術後の排水

使用するしか

品開発に着手

ング装置仕様

もエンバーミ

図ることが必

いました。

商標出願を視

めたブラン

は、出願書類

Clean」は同

職務発明規定

ため知財クリ

 

内が活性化し

受けられるよ

ムページの

を期待してお

者としても育

立ちできるよ

を痛感いたし

るまでになり

ぞよろしくお

水処理装置

かなく、施

手され、開

様が纏まっ

ミングが注

必要なため、

視野に入れ

ド戦略につ

類の書き方

同社初めて

定について

リアランス

したように

ようになり

の刷新など

おります。

育って頂き

よう切に望

しました。

りました。

お願いしま

2022年08月19日更新　新原稿

　過酢酸製剤からつくられた次世代の除菌剤「きらりっしゅ®」
過酢酸製剤は 2016 年に日本でも食品添加物として認可されまし
た。強い除菌力・即効性・ 効果の持続性・安全性などが代表的な特徴
として挙げられます。現在は、次亜塩素酸系や アルコール系での除菌
が一般的ですが、除菌効果や持続性、肌や目に対する安全性、金属 腐
食性等どれをとっても過酢酸製剤の優位性が証明されています。「き
らりっしゅ®」はそ んな過酢酸製剤を用いた安心安全な除菌剤です。
※長崎県優良特産品に推奨されました。
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2019年10月23日掲載　旧原稿


